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令和５年（2023 年）４月 30 日

の
普
及
拡
大
に
よ
る
、
地
域
の

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ 

ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
が
必
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
飛
躍
的
な
省
エ

ネ
と
革
新
的
な
創
エ
ネ
に
よ
る

地
域
の
Ｇ
Ｘ
で
、
新
し
い
経
済

成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次

の
事
項
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。 

(1)
各
家
庭
の
省
エ
ネ
促
進
に
向

け
て
、
関
係
省
庁
で
連
携
し
て
、 

省
エ
ネ
効
果
の
高
い
断
熱
窓
へ

の
改
修
な
ど
住
宅
の
省
エ
ネ
化

や
、
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を

組
み
合
わ
せ
た
電
力
の
自
給
自

足
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ 

と
。
(2)
天
候
に
左
右
さ
れ
て
出

力
変
動
が
起
き
て
し
ま
う
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
性
を
補

う
た
め
、
蓄
電
池
の
大
容
量
化
、

低
コ
ス
ト
化
と
と
も
に
、
余
剰

電
気
を
水
素
で
蓄
え
る
こ
と
等

を
可
能
と
す
る
た
め
の
研
究
開

発
を
加
速
す
る
こ
と
。
(3)
家
庭

向
け
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

や
家
庭
用
燃
料
電
池
な
ど
、
ま

た
産
業
向
け
の
産
業
用
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ 

ョ
ン
な
ど
、
熱
需
要
の
脱
炭
素

化
、
熱
の
有
効
利
用
に
向
け
た

設
備
等
の
導
入
を
促
進
す
る
こ

と
。
(4)
２
０
３
０
年
代
後
半
に

想
定
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

大
量
廃
棄
に
備
え
て
、
廃
棄
や

再
生
の
施
設
整
備
へ
の
投
資
の

促
進
や
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

維
持
管
理
や
更
新
な
ど
、
再
エ

ネ
に
よ
る
電
力
供
給
量
を
確
保

す
る
た
め
の
制
度
的
措
置
を
検

討
す
る
こ
と
。
(5)
「
系
統
整
備
」

に
は
莫
大
な
資
金
が
必
要
と
な

る
た
め
、
資
金
調
達
等
が
可
能

と
な
る
環
境
整
備
を
す
る
こ 

と
。
さ
ら
に
、
期
間
短
縮
や
経

済
合
理
性
や
、
よ
り
効
率
的
な

送
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
へ
の
技

術
開
発
を
強
化
す
る
こ
と
。

ロ
ナ
へ
の
向
き
合
い
方
も
変
わ

る
中
で
、
後
遺
症
に
悩
み
生
活

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

方
々
の
治
療
等
の
確
立
は
大
変

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
後
遺
症
の
方
々
に
寄
り

添
い
、
一
人
一
人
の
日
常
を
守

る
た
め
に
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
積
極
的
な
取
組
を
求
め
る
。 

(1)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
後
遺
症
の
発
生
状
況
に
つ

い
て
、
非
常
に
近
い
症
状
の
筋

痛
性
脳
脊
髄
炎
・
慢
性
疲
労
症

候
群
（
Ｍ
Ｅ
・
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
と
の

関
連
も
含
め
た
、
実
態
調
査
を

推
進
す
る
こ
と
。
(2)
一
部
医
療

機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
Ｂ

ス
ポ
ッ
ト
療
法
（
Ｅ
Ａ
Ｔ
・
上

咽
頭
擦
過
療
法
）
等
の
検
証
を

進
め
る
と
と
も
に
、
療
法
の
標

準
化
に
よ
り
、
後
遺
症
に
対
応

で
き
る
医
療
機
関
や
相
談
窓
口

を
拡
充
す
る
こ
と
。
(3)
自
己
免

疫
疾
患
と
の
関
連
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
後
遺
症
の
原
因
究
明
と
新
た

な
治
療
法
の
確
立
に
向
け
た
研

究
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

◆

地
域
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　

気
候
変
動
に
よ
り
、
世
界
中

で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
気
候
変
動
へ
の
対

応
は
今
や
人
類
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
脱
炭

素
へ
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
我

が
国
に
お
い
て
も
２
０
３
０
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削

減
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
今
こ
そ
、

需
要
サ
イ
ド
に
お
け
る
徹
底
し

た
省
エ
ネ
や
循
環
経
済
の
構
築

と
と
も
に
、
供
給
サ
イ
ド
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

◆
三
鷹
市
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん

ぐ
り
山
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
社
会
福
祉

法
人
三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
17
億
９
千
231
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
817
億
１ 

千
175
万
９
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
及
び
債
務
負

担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
、
歳
出
予
算

で
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

の
増
額
、
ま
ち
づ
く
り
施
設
整

備
基
金
積
立
金
の
増
額
、
健
康

福
祉
基
金
積
立
金
の
増
額
、
ふ

じ
み
衛
生
組
合
関
係
費
の
減 

額
、
国
立
天
文
台
連
携
ま
ち
づ

く
り
事
業
費
の
増
額
等
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
８
千
402
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
48
億
３
千
342 

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
補
正
予
算
に
合
わ
せ
て
増

額
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
特

別
会
計
で
は
、
歳
入
の
保
険
料

を
財
源
と
し
て
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
保
険

料
負
担
金
を
支
出
し
て
お
り
、

歳
入
に
合
わ
せ
て
、
歳
出
の
増

額
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
10
億
３
千
131
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
788
億
７
千 

440
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で 

す
。
主
な
内
容
は
、
歳
出
予
算

で
は
、
保
育
施
設
等
安
全
対
策

事
業
費
の
計
上
、
妊
婦
・
乳
児

健
康
診
査
等
関
係
費
の
増
額
、

高
齢
者
等
予
防
接
種
事
業
費
の

増
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
の
増 

額
、
幼
稚
園
安
全
対
策
事
業
費

の
計
上
等
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
千
801
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
799
億
１ 

千
944
万
５
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。
補
正
予
算
の
内

容
は
、
歳
出
予
算
で
は
、
衛
生

費
で
、
伴
走
型
・
経
済
的
支
援

事
業
費
の
計
上
を
行
う
も
の
で

す
。
歳
入
予
算
で
は
、
と
う
き

ょ
う
マ
マ
パ
パ
応
援
事
業
補
助

金
の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

条
　
例

意
見
書

当
初
予
算

園児の置き去り防止の安全装置が設置
される幼稚園送迎バス

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
介
護
サ 

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

第
１
回
定
例
会

可
決
し
た

　
　

議

案

第
１
回
臨
時
会

可
決
し
た

　
　

議

案

◆
三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
、
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
三
鷹
市

個
人
情
報
保
護
審
査
会
等
の
市

長
の
附
属
機
関
へ
の
諮
問
が
規

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
後
遺
症
の
方
々
の
日
常
を

守
る
取
組
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
罹
患
者
の
中
で
、
疲
労

感
・
倦
怠
感
な
ど
の
罹
患
後
症

状
、
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
を
訴
え

る
方
が
増
え
て
い
る
。
実
際
に
、

倦
怠
感
、
呼
吸
困
難
感
、
集
中

力
の
低
下
、
記
憶
力
の
低
下
、

睡
眠
障
害
な
ど
、
仕
事
や
学
業

の
継
続
が
困
難
に
な
る
方
も
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
後
遺
症

は
社
会
生
活
上
、
非
常
に
影
響

が
大
き
く
、
例
え
ば
、
子
ど
も

の
場
合
は
自
分
か
ら
症
状
を
訴

え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
怠

け
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
お
そ
れ
も
あ
る
。
感
染
拡
大

か
ら
３
年
が
経
過
し
、
新
型
コ

市
長
提
出
議
案

改
正
す
る
条
例

　

自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
伴 

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
勤
の
特
別
職
職
員
に
お
け

る
内
国
旅
行
の
日
当
に
つ
い 

て
、
宿
泊
を
要
し
な
い
場
合
は

支
給
し
な
い
こ
と
と
し
、
宿
泊

を
要
す
る
場
合
は
、
そ
の
額
を

一
律
３
千
300
円
と
す
る
よ
う
改

め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
一
般
職
の
職
員
等
の

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
等
に
お
け
る

内
国
旅
行
の
日
当
に
つ
い
て
、

宿
泊
を
要
し
な
い
場
合
は
支
給

し
な
い
こ
と
と
し
、
宿
泊
を
要

す
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
一
律

２
千
200
円
と
す
る
と
と
も
に
、

勤
務
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
経

費
を
上
限
と
し
て
い
た
旅
費
に

つ
い
て
、
実
費
額
を
支
給
す
る

よ
う
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
低
炭

素
建
築
物
新
築
等
計
画
の
認 

定
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
計
画
の
認
定
等
の
申

請
に
つ
い
て
、
共
同
住
宅
等
の

住
戸
単
位
で
の
認
定
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該

申
請
に
係
る
手
数
料
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
認
定
に
お
け
る

簡
易
な
評
価
方
法
の
新
設
に
伴

い
、
当
該
申
請
に
係
る
手
数
料

を
定
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
自
動

交
付
機
に
よ
る
証
明
書
交
付
サ 

ー
ビ
ス
の
終
了
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
令
和

５
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
よ
り
住
民
票
の
写
し

等
の
証
明
書
を
交
付
す
る
場
合

の
手
数
料
を
100
円
引
き
下
げ
る

特
例
措
置
を
設
け
る
も
の
で 

す
。

◆
三
鷹
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
す
る

条
番
号
を
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
高
校
生
等
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

義
務
教
育
就
学
児
及
び
高
校

生
等
の
医
療
費
助
成
に
つ
い 

て
、
通
院
１
回
に
つ
き
200
円
の

一
部
負
担
金
を
撤
廃
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
と

し
て
、
低
所
得
者
世
帯
に
対
す

る
保
険
税
均
等
割
額
の
軽
減
に 

つ
い
て
、
５
割
減
額
の
軽
減
基 

準
額
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除
額 

43
万
円
に
加
え
る
額
を
、
被
保 

険
者
等
１
人
に
つ
き
28
万
５
千

円
か
ら
29
万
円
に
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
２
割
減
額
の
軽
減

基
準
額
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く

52
万
円
か
ら
53
万
５
千
円
に
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

出
産
育
児
一
時
金
を
42
万
円
か

ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
防
災
会
議
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

関
係
機
関
の
多
様
な
意
見
を

広
く
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

平
時
か
ら
の
連
携
体
制
を
強
化

し
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
委
員
の
総
数
を
35
人

以
内
か
ら
40
人
以
内
に
拡
充
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
公
益
的
法
人

等
へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
る
団
体
に
、
令
和
５
年
３
月

１
日
に
設
立
さ
れ
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ａ
み

ん
な
の
防
災
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

令
和
５
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
る
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
規
定
の
整
備
を

図
る
も
の
で
す
。
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
に
資

す
る
大
規
模
修
繕
工
事
を
行
っ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
固
定
資

産
税
額
の
減
額
措
置
を
創
設 

し
、
建
物
に
係
る
固
定
資
産
税

額
の
減
額
の
特
例
割
合
を
３
分

の
１
と
す
る
と
と
も
に
、
軽
自

動
車
税
に
つ
い
て
は
、
種
別
割

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用
期

限
を
３
年
又
は
２
年
延
長
す
る

も
の
で
す
。


